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企画展 ： 「岡山・宗教美術の名宝Ⅲ
      岡山の浄土教美術」
2022年7月16日（土）～8月21日（日） 

次回予告

◆会　期：2022 年 4 月 23 日（土）～ 6 月 19 日（日）
◆休館日：月曜日
◆開館時間：10 時 ～ 17 時　※入館は 16 時 30 分まで
◆入館料：一般 1,300 円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム　
　　　　　　  TEL：075-351-2500　ryumuse@ad.ryukoku.ac.jp

春季特別展
「ブッダのお弟子さん
－教えをつなぐ物語－」

　ブッダを支え最も活躍した
十大弟子や、涅槃時に後を任
された十六羅漢、そして維摩
居士に代表される在家信者た
ちに焦点を当てます。インド
や東南アジア、東アジアで大
切に伝えられてきた彼らのす
がたを個性豊かなエピソード
と共にご紹介します。 

※ 2020 年 に コ ロ ナ 禍 で 中
止となった展覧会の一部
を変更して開催します。 

木造 迦葉立像（釈迦如来坐像
および阿難・迦葉立像のうち）

康俊作　南北朝・貞和 3 年（1347）
　和歌山・海雲寺 

画像提供：和歌山県立博物館 
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龍　谷　大　学　内
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TEL075-645-2015  FAX075-645-2017

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2022年11月23日（水・祝）まで

（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます） 切り取ってご使用ください

新企画「煩悩とクリエイティビティ」
小さな煩悩を社会のための大きな煩悩へ

煩
悩
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ校

友
会
報
第
93
号（
９
月

30
日
発
行
）の
一
角
に
、「
コ
レ

は
な
ん
だ
？
」と
思
う
よ
う

な
謎
の
広
告
を
掲
載
し
ま
し

た
。ま
た
、校
友
会
Ｈ
Ｐ
の
Ｔ

Ｏ
Ｐ
画
面
に
表
示
さ
れ
た
ひ

と
き
わ
目
立
つ
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
が
目
に
留
ま
っ
た
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃっ
た
と
思
い

ま
す
。 

「
煩
悩
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」、略
し
て「
煩
ク
リ
」。21

年
度
校
友
会
の
新
事
業
と
し

て
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。 こ

の
プ
ロ
ジェク
ト
は
、校
友

会
の
未
来
を
見
据
え
た
将
来

像
を
描
き
、校
友
と
大
学
へ
貢

献
す
る
た
め
の
道
筋
を
開
拓

す
る
た
め
、若
手
役
員
を
中

心
に
結
成
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、１
年
間
を

か
け
て
構
想
し
た
新
し
い
取

り
組
み
で
す
。

前
向
き
な「
煩
悩
」へ 

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

母
校 

龍
谷
大
学
の「
建
学
の

精
神
」で
あ
る「
仏
教
の
思

想
」を
も
と
に
、こ
れ
か
ら
の

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
思
想

哲
学
を
生
活
に
取
り
入
れ
て

も
ら
え
る
か
た
ち
に
変
換
し

て
発
信
し
、校
友
会
と
卒
業

生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、仏
教
に
深
く
関
わ

り
、人
間
を
突
き
動
か
す「
煩

1回目のゲスト 「笑い飯」哲夫さん

谷た

に

口ぐ
ち 

将ま

さ

隆た

か

さ
ん（
16
年
文
卒
）

ボ
ク
シ
ン
グ
W
B
O

ミ
ニ
マ
ム
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

21
年
12
月
14
日
、
W
B
O
世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
機
構

ミ
ニマ
ム
級
タ
イ
ト
ル
マッ
チ
に
て
、
同
級
王
者
の
ウ
ィ

ル
フ
レ
ド
・
メ
ン
デ
ス
選
手
に
挑
み
、
11
回
T
K
O
で

勝
利
し
、
世
界
王
者
の
座
に
輝
き
ま
し
た
。

→
3
面
に
続
く

空
気
を
変
え
ら
れ
、画
面
越
し

で
見
て
い
る
観
客
に
も
わ
か
り

や
す
く
笑
い
を
届
け
ら
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、哲
夫
さ
ん
と
入
澤

学
長
の
息
の
合
っ
た
掛
け
合
い

で
、私
た
ち
の
日
々
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る「
お

笑
い
」と
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

を
テ
ー
マ
に
、人
間
に
とって
笑

う
こ
と
と
は
な
に
か
、ネ
タ
づ

く
り
と
煩
悩
の
関
係
等
に
つい

て
語
り
合
って
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ２

回
目
は
１
月
22
日
に
作

家
の
岸
田
奈
美
さ
ん
、３
回

目
は
２
月
26
日
に
勉
強
家
で

編
集
者
の
兼
松
佳
宏
さ
ん
を

招
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の「
煩
悩
と

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」に
つ
い

て
語
って
い
た
だ
く
予
定
で
す

（
１
月
21
日
時
点
）。ま
た
、

次
年
度
は
、ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

  

・  

２
面

・  

３
面

・・・・  

４
面

・  

５
面

・  

６
面

・  

７
面

・・・・  

８
面

龍
谷
賞・校
友
会
賞
受
賞
者
、校
友
短
信

W
hos̓ W

ho

、校
友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

経
営
者
登
場
、校
友
最
前
線

特
集「
校
友
会
支
部
会
報
」 

編
集
長
に
聞
く

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
、各
学
部
同
窓
会
の
事
業

支
部
の
活
動
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

仏
教
に
学
ぶ
、校
友
の
お
店

悩
」に
着
目
し
、こ
の
一
見「
負

の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
」

と
認
識
を
さ
れ
か
ね
な
い「
煩

悩
」を
前
向
き
に
捉
え
、新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
知
性
と

し
て
学
び
直
す
取
り
組
み
を

行
って
は
ど
う
か
と
考
え
ま
し

た
。こ
れ
は
、私
た
ち
が
抱
え

る
悩
み
や
欲
望
を
た
だ
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、自
分
ら
し

い
暮
ら
し
や
新
し
い
価
値
創

造
へ
と
つ
な
が
る
煩
悩
の
生
か

し
方
を
探
求
、発
信
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、初

年
度
の
21
年
度
は
各
界
で
創

造
的
な
実
践
を
さ
れ
て
い
る
ゲ

ス
ト
を
お
招
き
し
て
全
３
回

の
連
続
ト
ー
ク
イ
ベン
ト（
オ
ン

ラ
イ
ン
）を
配
信
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

全
３
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
は
、

お
笑
い
芸
人
で
仏
教
に
も
造

詣
の
深
い「
笑
い
飯
」の
哲
夫
さ

ん（
現 

相
愛
大
学
客
員
教

授
で
も
あ
る
）と
龍
谷
大
学

入
澤
学
長
の
ト
ー
ク
イ
ベン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
と
い
う
、撮
影
現
場
に

ス
タ
ッフ
し
か
い
な
い
難
し
い
状

況
の
中
、哲
夫
さ
ん
が
徐
々
に

2022年度
龍谷大学「心の講座」in京都

主催：龍谷大学校友会　龍谷大学校友会各支部　龍谷大学各学部同窓会
共催：読売新聞社
※肩書は2022年2月10日現在で表記しています。
※やむを得ない事情により、講師やテーマを変更することがあります。
※座席数の制限の中で開催することがあります。
※各回の内容、申し込み開始日や申し込み方法、オンデマンド配信など
　の情報は校友会ホームページで確認してください。

〈お問い合わせ〉TEL：077-533-1241
　　　　　　　 宮川印刷株式会社  2022年度龍谷大学心の講座：受付係

会場：龍谷大学響都ホール 校友会館（要事前申し込み・参加費無料）
4月30日（土）
井上 見淳 氏 （龍谷大学社会学部准教授）

「そのままの救い　― 浄土真宗の世界 ―」
やなせ なな 師 （僧侶、歌手）
お話とコンサート「悲しみの先に開かれる世界」

5月28日（土）
川越 宗一 氏 （小説家：2019年下半期直木賞受賞）

安藤 徹 氏 （龍谷大学副学長、龍谷大学文学部教授）
対談「間（あわい）を生きる ― 時と時、文化と文化、人と人―」
広瀬 卓爾 師 （佛教大学名誉教授、浄土宗平和協会理事長）

「仏教者の平和課題 …『怨親平等』・『兵戈無用』…」
6月25日（土）
加藤 朝胤 師 （法相宗大本山薬師寺管主、龍谷大学文学部特別講師）

「白鳳文化への誘（いざな）い」 
アイリーン・美緒子・スミス 氏 （NGOグリーン・アクション代表、環境ジャーナリスト）

「水俣病から今、学ぶべきこと」
7月23日（土）
佐々木 閑 氏 （花園大学文学部仏教学科教授）

「現代社会の中の仏教」
深尾 昌峰 氏（龍谷大学政策学部教授）

「人口減少社会をどう生き抜くか ～SDGsと私たちの暮らし～」
9月17日（土）
長谷川 岳史 氏 （龍谷大学経営学部長、龍谷大学経営学部教授）

「疫病と災害と仏教　～『不安』と向き合った僧侶たち～」
桂 優  々氏 （09年文卒）雷門 音助 氏 （10年経営卒）

（龍谷大学学友会学術文化局落語研究会出身の落語家）
「演目は当日のお楽しみ」

卒業生優先企画

2022年7月2日（土）
～「龍大卒業生ならでは」をかみしめる時を過ごしましょう～

◇集 合 場 所 ： 龍谷大学深草キャンパス
◇集 合 時 間 ： 12時30分 ※キャンパスは11時から開放します。
◇参加対象者 ： 卒業生、同伴者（家族、友人）
◇参　加　費 ： 1人1,000円（大人、子ども、卒業生、それ以外の方も問わず一律料金）
◇申 し 込 み ： 2022年4月4日（月）～4月28日（木）
　　　　　　   龍谷大学校友会ホームぺージからお申し込みください。
スケジュール
11時～　　  深草キャンパスで過ごしていただけます。
12時30分　開会式
12時45分　全員で記念写真撮影
13時　　　 申し込みの各コースにバスで出発
　　　　　  （一部、京阪電車を利用するコースあり）

（１）11の魅力的なコースをご用意。
聖護院、壬生寺などの寺院の特別拝観や、大宮、瀬田キャンパスコースなど。

（２）うれしい特典、お土産付き
①生協食堂・スタバ校内店で利用できるチケット進呈（500円分：当日限り有効）
②校友会オリジナル記念品
③その他、うれしいお土産をご用意。

（３）学生ガイドによる深草キャンパスミニツアー（無料、要申し込み）
（４）ゼミやサークルの仲間との集まりの場としてゼミ室を用意。
※上記は、2月10日時点の予定です。状況により内容の変更、または中止となる場合が
　あります。詳細は、校友会ホームぺージで順次紹介していきます。（4月4日～）

2022年度
全国校友大会 in 京都

  開催（予定）

を
は
じ
め
と
し
て
、観
光
ツ

ア
ー
の
開
催
、商
品
開
発
等
に

よ
る
、よ
り
実
践
的
な
探
求
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

校
友
会
の
未
来
を
見
据
え

た
新
企
画「
煩
悩
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
今
後
の
活
動

に
ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て

は
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信（
期
間

限
定
）を
行
っ
て
い
ま
す
。詳

細
は
、校
友
会
Ｈ
Ｐ
や「
煩
悩

と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」各

種
S
N
S
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。22
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
も
、決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
や

S
N
S
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
校
友
会
理
事
　
田
中
友
悟
）

T
w

itter@
boncre_

Instagram
@

boncre_
Facebook@

boncre2021

LINE
HP

まずは、深草キャンパスに集合！

Ⓒワタナベボクシングジム提供
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の
表
現
力
豊
か
な
音
色
と
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
心
地
よ
く

響
く
、見
事
な
演
奏
で
し
た
。 

卒
業
生
バ
ン
ド
は
、軽
音
楽

部
の
Ｏ
Ｂ
会「
み
や
が
わ
ひ
ろ

ゆ
き
＆BraT

's

」。70
年
代
の

ロッ
ク
サ
ウ
ン
ド
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
た「
日
本
語
で
歌
う
現
役
の

ロッ
ク
バ
ン
ド
」は
、迫
力
の
あ

る
ボ
ー
カ
ル
と
サ
ウ
ン
ド
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。 そ

し
て
、黄
色
い
ト
マ
ト

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
か
ら
は
、

「Y
ellow

 N
ote

」。
洗
練
さ

れ
た
ジ
ャ
ズ
、リ
ズ
ム 

＆ 

ブ

ル
ー
ス
。龍
谷
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
バ
ン
ド
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
惚
れ
惚
れ
す
る
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
。 

来
年
も
学
生
と
卒
業
生
と

が
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
や

演
舞
を
楽
し
み
、愛
お
し
む

音
楽
祭
が
で
き
る
よ
う
に
と

願
い
を
込
め
て
ラ
ス
ト
も「
華

舞
龍
」が
熱
く
踊
って
く
れ
ま

し
た
。 

（
事
業
部
会
長
　
小
濱
聖
明
） 

ナ
禍
で
参
加
で
き
ず
残
念
で

し
た
が
、今
年
も
卒
業
生
の

2
バ
ン
ド
と
、学
生
の
2
団
体

が
出
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニン
グ
は
、瀬
田
の
よ

さ
こ
い
サ
ー
ク
ル「
華
舞
龍
」の

演
舞
。舞
台
上
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
よ
る
人
数
制

限
、掛
け
声
禁
止
、舞
台
下
の

マ
ス
ク
の
着
用
と
い
う
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
、元
気
に
全
力

で
踊
って
く
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、今
年
も
全
国
大
会

で
日
本
一
に
輝
い
た
吹
奏
楽
部

の
サ
ク
ソ
フ
ォン
四
重
奏
。ジ
ャン

ル
違
い
の
4
曲
に
、サ
ク
ソ
フ
ォン

11
月
21
日
、龍
谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
に
て
２

年
ぶ
り
に
校
友
音
楽
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。開
催
に
向
け

て
は
、い
つ
決
断
す
る
か
、ど
の

よ
う
に
開
催
す
る
か
な
ど
、ぎ

り
ぎ
り
ま
で
調
整
で
悩
み
ま

し
た
が
、何
と
か
無
事
に
対

面
で
の
開
催
が
で
き
ま
し

た
。今
回
は
、音
楽
祭
の
様
子

をY
ouT

ube

で
も
配
信
し
、

多
く
の
校
友
に
視
聴
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

毎
年
、圧
巻
の
演
奏
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
吹

奏
楽
部
O
B
・
O
G
会
が
コ
ロ

 

校
友
会
主
催

　２
年
ぶ
り
の「
校
友
音
楽
祭
」開
催
！

　
第
32
回 

龍
谷
賞
受
賞
者

　
第
21
回 

校
友
会
賞
受
賞
者

龍

谷

賞

龍
谷
特
別
賞 

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
奨
励
賞 

聖
徳
宗
第
７
代
管
長
、
第

130
世

法
隆
寺
住
職

99
年
よ
り
法
隆
寺
執
事
長
、

19
年
に
管
長
代
務
者
を
経
て
、

20
年
に
聖
徳
宗
第
７
代
管
長
、

第
130
世 

法
隆
寺
住
職
に
就
任

さ
れ
、1,
4
0
0
年
の
法
灯
を

受
け
継
が
れ
ま
し
た
。 

特
に
21
年
は
、
聖
徳
太
子

1,
4
0
0
年
の
大
遠
忌
に
あ

た
り
、
世
界
最
古
の
木
造
建

日
本
で
数
少
な
い
プ
ロ
の
尺

築
群
を
は
じ
め
多
く
の
国
宝

を
有
す
る
法
隆
寺
住
職
と
し

て
、
日
本
初
の
憲
法「
十
七
条

憲
法
」も
含
め
、
太
子
の
精
神

で
あ
る
仏
法
を
大
切
に
さ
れ
、

ま
た
、
日
本
初
の
ユ
ネ
ス
コ
世

界
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

文
化
財
の
維
持
に
努
め
ら
れ
、

広
く
内
外
に
平
和
の
精
神
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

有
限
責
任
事
業
組
合
ま
ち
と
し

ご
と
総
合
研
究
所
共
同
代
表
、
京

都
市
伏
見
い
き
い
き
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

古谷 正覚さ
ん

（71年文卒）

三好 嘉一さ
ん

（68年経済卒）

三木 俊和さ
ん

（12年法院了）

瀬川 和正さ
ん

（14年経済卒）

校 友 短 信
相愛大学学長就任

釋
しゃく

 徹
て っ

宗
しゅう

さん　（89年文博満期退学）

22年4月1日、相愛大学学長就任。浄土真宗本願寺派如
来寺住職。宗教思想や宗教文化の領域において、比較
研究や学際研究を行っている。論文「不干斎ハビアン論」
で涙骨賞（第五回）、著書『落語に花咲く仏教　宗教と
芸能は共振する』で河合隼雄学芸賞（第五回）、また仏
教伝道文化賞・沼田奨励賞（第五十一回）を受賞してい
る。近著に『天才 富永仲基』（新潮新書）、『歎異抄 救い
のことば』（文春新書）など。

西国第一番札所 那智山青岸渡寺住職

高
た か

木
ぎ

 亮
りょう

英
え い

さん　（72年法卒）

21年8月5日、那智山青岸渡寺住職就任。これまで同寺
副住職などを務め17年には権大僧正昇任。諸国霊山100
余か所、中国、インド、韓国仏教聖地巡礼やスペイン巡
礼を行っている。卒業後、父の遺志を叶えるためプロジェ
クトチームとともに那智四十八滝回峰行復活に努め、92
年に復活を果たす。熊野修験再興33周年を記念した「熊
野修験」写真集では那智四十八滝行が取り上げられ、修
験についての思いを述べている。

大
学
院
在
学
中
に
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
き
ょ
う

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」に
就
職
。

そ
の
後「
若
者
が
、地
域
課
題

解
決
に
本
気
で
参
画
で
き
る

場
の
提
供
」を
念
頭
に
、
龍
谷

大
学
と
同
セ
ン
タ
ー
が
協
働

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
さ
れ
、

地
域
の
課
題
解
決
に
卒
業
生

と
在
学
生
が
共
に
取
り
組
む

仕
組
み
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
で
運

営
し
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

在
学
中
か
ら
ヨ
ッ
ト
を
始

め
、
卒
業
後
に
レ
ー
ザ
ー
級
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ラ
ー
へ
と
成
長
さ

れ
ま
し
た
。 

レ
ー
ザ
ー
級
で
の
東
京
オ
リ

ン
ピッ
ク
出
場
を
目
指
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、日
本
代
表
選
考

で
敗
退
後
、
強
靭
な
フ
ィ
ジ
カ

ル
が
要
求
さ
れ
る
フ
ィ
ン
級
へ
転

向
し
、
急
ピッ
チ
で
肉
体
改
造

に
取
り
組
み
、東
京
オ
リ
ン
ピッ

ク
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
不
屈
の
精
神
で
挑
戦

す
る
姿
は
、メ
デ
ィ
ア
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
本
学
の
学
生

や
校
友
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
方
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

尺
八
演
奏
家（
芸
名 

三
好 

芫
山
） 

「
あ
し
な
が
育
英
会
あ
し

な
が
学
生
募
金
事
務
局
京

都
ブ
ロ
ッ
ク
」
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、 

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
不
安
を
抱
え
る
学
生

の
心
の
ケ
ア
や
貧
困
を
考
え

る
た
め
の
勉
強
会
や
交
流
会

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

活
動
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
な
ど
の
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
活
動
セ

ン
タ
ー
で
、
遺
児
と
し
て
の

自
身
の
経
験
を
語
る
な
ど
、

他
の
学
生
が
活
動
に
参
画

し
や
す
い
状
況
を
つ
く
り
あ

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

本
学
ゴ
ル
フ
部
に
入
部
し

て
す
ぐ
に
中
心
選
手
と
し
て

活
躍
し
、
20
年
度
に
開
催
さ

れ
た
関
西
学
生
女
子
リ
ー
グ

１
部
昇
格
の
原
動
力
と
な
り
、

個
人
で
は
龍
谷
大
学
の
学
生

と
し
て
20
数
年
ぶ
り
に
関
西

女
子
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
で

優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
入
学
後
か
ら
数
々
の

国
際
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
柔
道
部
の
女
子
主

将
と
し
て
も
チ
ー
ム
を
け
ん

引
し
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
努

力
が
実
を
結
び
、
国
内
最
高

峰
の
大
会
で
あ
る
講
道
館
杯

兼
全
日
本
選
抜
大
会
で
創

部
初
の
日
本
一
に
輝
か
れ
ま

し
た
。

バ
ト
ン
チ
ー
ム
を
け
ん
引

し
、
第
47
回
全
国
大
会
団
体

の
部
で
の
、4
回
連
続
の
金
賞

受
賞
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
第
48
回
全
国
大
会

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
賞
の
設

定
が
な
い
開
催
の
中
、
予
選

大
会
で
金
賞
を
獲
得
し
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
を
集
め
た
全
日
本
選
手

権
「
シ
ニ
ア
II
部
門
」
に
出

場
し
、
3
位
の
好
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

1
部
昇
格
後
一
年
目
の
20

年
度
関
西
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
、

常
勤
の
指
導
者
が
い
な
い
中
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
チ
ー
ム
力
の

結
束
を
さ
ら
に
固
め
、
見
事

に
5
位
の
成
績
を
収
め
、
18

年
ぶ
り
の
イ
ン
カ
レ
出
場
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。 

個
人

（
バ
ト
ン
・
チ
アS

P
IR

IT
S

所
属
）

末
谷 

朴
（
21
年
農
卒
）

原
田 

ひ
か
り
（
21
年
社
会
卒
）

個
人（
ゴ
ル
フ
部
所
属
）

仲
村 

果
乃（
経
済
学
部
2
年
）

個
人（
柔
道
部
所
属
）

武
田 

亮
子（
21
年
経
営
卒
）

団
体

（
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

個
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
セ
ン
タ
ー
　
学
生
ス
タ
ッ
フ
）

小
林 

初
音
（
国
際
学
部
3
年
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
入
学

式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

中
止
と
な
っ
た
20
年
度
新
入

生
の
不
安
解
消
に
向
け
、
文

学
部
の
上
回
生
を
中
心
に
活

動
を
開
始
。S
N
S
を
駆

使
し
て
多
く
の
新
入
生
と
直

接
つ
な
が
り
、ラ
イ
ブ
配
信
、オ

ン
ラ
イ
ン
新
入
生
歓
迎
会
の

実
施
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
企
画
実
行
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
カ
フェ
を

企
画
し
、
学
部
内
の
先
輩
・

後
輩
の
縦
の
つ
な
が
り
を
も
っ

て
、日
常
的
な
コ
ミュニ
テ
ィ
支

援
を
行
い
、互
い
を
支
え
合
う

「
ま
ご
こ
ろ
」
の
あ
る
取
り
組

み
で
、
本

学
の
新
入

生
支
援
に

大
い
に
貢

献
。
他
大

学
に
お
い

て
も
参
考

事
例
と
し

て
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

団
体 

文
学
部 

先
輩
ズ

八
演
奏
家
と
し
て
洋
楽
器
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
競
演
も

多
く
、幅
の
広
い
活
動
を
続
け
、

世
界
20
数
か
国
に
お
い
て
、日

本
の
伝
統
文
化
の
紹
介
、尺
八

の
普
及
、発
展
に
努
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、指
導
者
と
し
て
、日

本
の
み
な
ら
ず
ハワ
イ
に
教
授

所
を
開
設
し「
清せ

い

芫げ
ん

社し
ゃ

」と
い

う
団
体
を
作
り
、
多
く
の
門

人
を
育
成
。近
年
は
邦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
”み
や
こ
風
韻
“で

団
長
を
務
め
、
学
校
公
演
等

を
通
じ
て
邦
楽
の
素
晴
ら
し

さ
を
若
年
層
に
普
及
伝
承
す

る
活
動
に
も
力
を
注
い
で
お

ら
れ
ま
す
。

龍
谷
賞
は
、
一
般

の
方
々
か
ら
の
推

薦
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く

は
こ
ち
ら
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
に
貢
献
し
、顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
校
友
会
員（
卒
業
生
）に
対
し
、「
龍
谷
賞
」

「
龍
谷
奨
励
賞
」を
、校
友
会
員
に
限
定
せ
ず
、顕
著
な
活
動
を
さ
れ
た
方
へ「
龍
谷

特
別
賞
」を
贈
っ
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
、母
校
発
展
の
気
運
を
盛
り
上
げ

た
学
生（
在
学
生
）に
対
し
て
、そ
の
功
績
を
称
え
、表
彰
し
て
い
ま
す
。
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頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。「
努
力
は
裏
切
ら
な
い
」

と
言
い
ま
す
が
、努
力
の
仕

方
を
間
違
え
る
と
、努
力
は

平
気
で
裏
切
り
ま
す
。 

失
敗
し
て
も
、何
百
通
り

の
や
り
方
を
考
え
て
限
界
ま

で
突
き
詰
め
て
い
く
と
、ど

れ
か
に
正
解
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
こ
れ
と
決
め
た
も
の

は
突
き
詰
め
、試
行
錯
誤
し

て
頭
を
使
っ
て
最
後
の
最
後

ま
で
考
え
抜
き
な
が
ら
努
力

の
仕
方
を
考
え
て
ほ
し
い
で

す
。 

「
俺
は
今
こ
こ
で
生
き
て
い

る
ぞ
」
と
実
感
す
る
ボ
ク
シ

ン
グ 中

学
１
年
生
の
時
に
友
達

に
誘
わ
れ
て
始
め
た
ボ
ク
シ

ン
グ
。や
っ
て
い
く
う
ち
に
好

き
に
な
り
、高
校
２
年
生
の

時
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
、好
き
な
こ
と
で
大
学
に

ま
で
進
学
で
き
、好
き
な
こ

と
で
生
か
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。 

自
分
が
過
ご
し
て
き
た
道

が
少
し
で
も
違
っ
て
い
た
ら

今
の
自
分
は
な
く
、龍
谷
大

学
で
な
け
れ
ば
僕
は
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
れ
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

人
生
の
中
で
、今
こ
こ
で

生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
は

そ
う
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、試
合
で
勝
っ
た
時
に
は

「
俺
は
今
こ
こ
で
生
き
て
い

る
ぞ
」と
す
ご
く
実
感
し
ま

す
。こ

れ
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
し
て
、い
ろ
ん
な
方
の

期
待
を
背
負
っ
て
戦
っ
て
い

く
中
で
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
う
時
こ

そ
原
点
を
忘
れ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
好
き
だ
か
ら
や
っ

て
い
る
」と
い
う
こ
と
を
。 

（
イ
ン
タ
ビュア
ー 

ボ
ク
シ
ン
グ
部  

　先
輩
　
真
野
義
一
00
年
経
営
卒
）

得
。も
の
す
ご
く
勉
強
し
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
全
単

位
、80
点
以
上
で
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
推
薦
で
入
学
し
ま
し

た
の
で
ボ
ク
シ
ン
グ
一
色
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ゼ
ミ

の
メ
ン
バ
ー
が
皆
、親
し
く

て
、学
生
生
活
と
部
活
を
両

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。龍
大
時
代
は
本
当
に
楽

し
か
っ
た
し
、印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。 

ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
こ
と
、そ
し

て
龍
谷
大
学
現
役
生
へ 

主
将
に
な
っ
た
4
回
生
の

時
、同
期
が
お
ら
ず
、相
談

相
手
が
い
な
い
中
で
人
を
ま

と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。自
分
の
試
合

に
集
中
す
る
中
で
の

後
輩
指
導
は
対
応

能
力
が
超
過
し
て
い

た
も
の
の
、他
方
で

は
様
々
な
良
い
経
験

を
積
む
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。 

ボ
ク
シ
ン
グ
部
で

は
個
人
戦
で
あ
り

な
が
ら
、リ
ー
グ
戦

は
団
体
戦
な
の
で
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
う
良
さ
が
あ

り
ま
し
た
。大
学
生

の
間
は
部
活
を
充

分
に
楽
し
み
、今
は

無
理
を
し
て
で
も

全
て
を
否
定
さ
れ
た
敗
戦
か

ら
の
成
長 

プ
ロ
１
年
目
は
全
勝
し
た

も
の
の
、２
年
目
は
３
回
も

負
け
を
喫
し
ま
し
た
。負
け

れ
ば
、そ
の
試
合
の
た
め
の
準

備
が
全
否
定
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。プ
ロ
で
の
敗
北

は
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。ど

う
す
れ
ば
勝
て
る
か
？
　
を

眠
れ
な
く
な
る
ま
で
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
時
か
ら
は
本
当
に
成

長
し
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た

渡
邊
久
ゼ
ミ 

４
回
生
で
50
単
位
を
取

人
生
で
一
番
興
奮
し
た
時
間

11
ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
っ
た

時
に
は
、体
力
的
、精
神
的
に

も
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て

い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、観
客

の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
て
、

左
ス
ト
レ
ー
ト
が
自
然
に
出

ま
し
た
。そ
の
後
は
リ
ン
グ

を
降
り
る
ま
で
の
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
。Ｔ
K
O
で
決

ま
っ
た
時
こ
そ
が「
人
生
で

一
番
興
奮
し
た
」時
で
す
。 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
強
い
で

す
。逃
げ
た
り
引
い
た
り
し

た
ら
一
瞬
に
し
て
飲
み
込
ま

れ
ま
す
。挑
戦
者
ら
し
く
戦

え
た
こ
と
が
勝
ち
に
つ
な

が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボクシング WBOミニマム級
世界チャンピオン

谷
た に

口
ぐ ち

 将
ま さ

隆
た か

 さん
（16年文卒）

校 友
クローズアップ 龍

谷
大
学
じ
ゃ
な
け
れ
ば
僕
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う

責
任
を
持
つ
の
が
音
楽
監
督

で
す
。

延
期
前
の
当
初
は
、パ
ラ
リ

ン
ピッ
ク
閉
会
式
の
音
楽
監
督

で
し
た
が
、
2
0
2
1
年
1

月
に
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
閉
会
式
お
よ
び
パ
ラ

リ
ン
ピッ
ク
開
会
式
の
音
楽
監

督
と
し
て
正
式
に
依
頼
を
頂

き
ま
し
た
。本
格
的
に
動
き

は
じ
め
た
3
月
頃
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
が
再
拡
大
し
、大
人
数
の

会
合
が
禁
止
さ
れ
、練
習
の

場
も
奪
わ
れ
ま
し
た
。直
前

ま
で
度
重
な
る
ト
ラ
ブ
ル
や

退
任
劇
が
あ
り
、国
内
外
か

ら
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
、組

織
委
員
会
や
I
O
C
と
の
交

渉
も
難
航
。そ
し
て
大
会
本

番
の
4
日
前
に
な
っ
て
、開
会

式
冒
頭
4
分
半
の
音
楽
が
白

紙
に
な
っ
た
の
で
す
。監
督
で

あ
る
僕
が
作
る
し
か
な
い
と
、

既
に
完
成
し
て
い
た
映
像
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
シ
ン
ク
ロ
と

いっ
た
細
か
な
制
約
の
中
を
実

質
30
時
間
で
作
曲
し
ま
し

た
。閉
会
式
に
用
い
た
冨
田
勲

さ
ん
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
楽

曲
が
、一
度
は
差
し
換
え
を

命
じ
ら
れ
た
の
で
す
が
、彼
が

い
か
に
偉
大
な
音
楽
家
で
あ

る
か
を
I
O
C
に
熱
弁
し
説

得
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
な

け
れ
ば
も
っ
と
伸
び
伸
び
で
き

た
の
で
し
ょ
う
が
、開
催
へ
の

不
安
を
常
に
抱
え
な
が
ら
、

様
々
な
障
壁
や
ト
ラ
イ
&
エ

ラ
ー
を
乗
り
越
え
て
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。そ
れ
で

も
、無
事
に
、と
言
え
る
か
ど

う
か
は
さ
て
お
き
、式
典
を

開
催
で
き
て
、自
分
で
も
納
得

い
く
も
の
を
作
り
上
げ
た
貴

重
な
経
験
で
し
た
。悔
い
は

残
って
い
ま
せ
ん
。

チ
ャ
ン
ス
に
乗
る
勇
気
を
持
ち

続
け
て

9.
11
テ
ロ
事
件
当
日
に
予

定
し
て
い
た
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
の
D
J
イ
ベ
ン

ト
が
、た
ま
た
ま
前
倒
し
に

な
っ
て
危
機
を
免
れ
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
は
高
校
も
同
じ

だっ
た
ゼ
ミ
の
仲
間
を
、そ
し
て

卒
業
直
後
に
は
４
年
間
仲
が

良
か
っ
た
友
人
を
、病
気
で
亡

く
し
た
経
験
も
し
ま
し
た
。

僕
は
、苦
労
を
で
き
る
だ

け
避
け
る
タ
イ
プ
で
す
が
、た

だ
し
常
に
”チ
ャ
ン
ス
と
流
れ

に
乗
っ
か
る
勇
気
“を
持
ち
続

け
、自
分
の
ベ
ス
ト
を
出
し
尽

く
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

の
精
神
が
根
付
い
た
の
は
、人

生
何
が
起
こ
る
か
も
分
か
ら

ず
、命
は
儚
い
も
の
だ
と
痛
感

し
て
き
た
経
験
か
ら
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

王
道
の
音
楽
家
と
は
い
え

な
い
僕
が
、東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
音
楽
監
督
ま
で

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。そ
ん
な

経
験
が
少
し
で
も
こ
れ
か
ら

の
若
者
た
ち
の
力
に
な
れ
ば

と
、今
年
、あ
る
音
楽
大
学
で

講
師
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。大
学
の
勉
学
で
は
学
べ

な
い
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

プロフィール
95年デビュー以降、8枚のオリジナルアルバ
ムをリリース。多数のアーティストのプロデュー
スや、布袋寅泰、東京スカパラダイスオーケス
トラ、サカナクションなど100曲以上の作品の
リミックスも手掛ける。海外映画・ドラマへの
楽曲提供の他、世界三大広告賞でそれぞれ
グランプリを受賞したユニクロのウェブコンテン
ツ『UNIQLOCK』の楽曲制作も担当。海外
でも約60都市でのプレイ実績を誇り、米国の
コーチェラ・フェスティバルなど海外の有名フェ
スへの出演経験も多数。
※リミックスとは原曲を編集し、新しいバージョンの
　楽曲を作り出すこと

「何が起こるかわからない人生で、
ベストを尽くす」

い
つ
も
心
に
音
楽
が

龍
谷
大
学
へ
は
高
校
3
年

の
時
点
で
推
薦
が
決
ま
り
、そ

の
頃
か
ら
京
都
の
デ
ィ
ス
コ「
マ

ハ
ラ
ジ
ャ
」で
皿
洗
い
の
バ
イ
ト

を
す
る
中
で
、
D
J
と
い
う

存
在
を
知
り
ま
し
た
。大
学

で
は
3
年
で
卒
業
単
位
を
全

て
取
り
終
え
、4
年
生
は
主

に
学
外
で
音
楽
活
動
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、大
学
で
の
楽

し
い
思
い
出
は
多
く
、特
に
上

海
旅
行
の「
鑑
真
丸
」で
の
船

上
パ
ー
テ
ィ
ー
で
D
J
と
し
て

参
加
で
き
た
こ
と
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
終
焉
と
と
も
に
バ
ン

ド
ブ
ー
ム
が
下
火
に
な
り
、プ

ロ
に
な
る
こ
と
は
難
し
く
、卒

業
後
は
音
楽
の
次
に
好
き

だ
っ
た
ア
パ
レ
ル
関
連
で
、大
手

メ
ー
カ
ー
の
企
画
部
に
就
職
。

そ
こ
で
受
け
た
雑
誌
の
取
材

中
た
ま
た
ま
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、

出
版
社
に
転
職
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

も
、終
電
ま
で
働
き
、退
勤
後

は
朝
ま
で
D
J
を
プ
レ
イ
す

る
と
い
う
一
貫
し
て
音
楽
漬

け
の
日
々
で
し
た
。そ
の
中

で
、京
都
の
ク
ラ
ブ「
メ
ト
ロ
」

で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
世
界
中

の
音
楽
業
界
か
ら
注
目
を
集

め
、そ
れ
を
転
機
に
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、世
界
60
か
国
余

り
を
飛
び
回
っ
て
、色
々
な
場

所
で
音
楽
活
動
を
さ
せ
て
も

ら
って
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
夏
の
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
音
楽
監
督

と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、決

ま
って
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
会
式
の
冒
頭
を
手

が
け
た
部
分
で
す
が
、実
際
に

は
東
京
2
0
2
0
開
閉
会
式

で
音
楽
の
関
わ
る
全
範
囲
に

DJ/プロデューサー
（FPM）

校友●Who's Who

田
た

中
な か

 知
と も

之
ゆ き

 さん
（89年法卒）

Ⓒワタナベボクシングジム提供
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や
は
り
自
分
に
は
福
祉
の
道 

児
童
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
臨
床
福
祉
学
科
に
入
学

し
、
サ
ー
ク
ル
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｓ

と
い
う
少
年
の
健
全
な
成
長

支
援
を
目
指
す
活
動
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

就
職
し

た
塾
で
は
不
登
校
児
の
指
導

に
も
力
を
入
れ
、
仕
事
は
楽

し
く
順
調
に
い
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ふ
と
「
今
、
本
当
に

し
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
か
？
」と
考
え
た
の
で
す
。

そ
の
時
、
自
分
の
夢
や
目
標

を
し
っ
か
り
持
っ
て
福
祉
の

現
場
へ
進
ん
で
い
っ
た
大
学

時
代
の
仲
間
達
を
思
い
出

し
、「
自
分
も
大
学
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
医

療
や
福
祉
に
貢
献
し
た
い
」

と
一
念
発
起
し
、
医
者
を
志

し
ま
し
た
。 

海
外
医
科
大
学
へ
留
学

医
学
部
を
調
べ
る
中
で
、

ま
ず
金
銭
的
な
壁
が
立
ち
は

校友最前線

鈴
す ず

木
き

 史
し

郎
ろ う

さん

医師

（02 年社会卒）

い
気
持
ち
を
源
に
、
最
後
ま

で
踏
ん
張
り
ま
し
た
。
た

だ
、
道
半
ば
辞
め
る
仲
間
も

多
く
、
卒
業
時
に
は
、
同
大

学
初
の
日
本
人
卒
業
生
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

何
度
挫
折
し
て
も
諦
め
な
い 

日
本
で
医
師
と
な
る
に

は
、
欧
州
の
医
師
免
許
と
は

別
に
日
本
の
医
師
国
家
試
験

に
も
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
予
備
校
に
通
う
お
金

は
な
か
っ
た
の
で
、
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
、
医
師
国
家
試

験
合
格
に
向
け
宅
浪
し
て
い

る
人
にSkype

で
呼
び
か

け
て
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
効

果
を
高
め
ま
し
た
。
結
局
、

日
本
の
医
師
国
家
試
験
合
格

ま
で
３
浪
し
ま
し
た
。
最
後

の
１
年
は
「
泣
い
て
も
笑
っ

て
も
こ
れ
で
最
後
の
挑
戦
に

す
る
」と
ブ
ロ
グ
で
宣
言
し
、

遂
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

だ
か
り
ま
し
た
。
大
学
卒
業

ま
で
学
費
を
出
し
て
く
れ
た

親
に
再
び
負
担
を
か
け
た
く

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
立

は
学
費
が
高
い
、
実
家
か
ら

通
学
圏
内
に
あ
る
国
立
は
難

易
度
が
高
い
、
か
と
い
っ
て

地
方
の
国
立
は
生
活
費
が
か

か
る
…
そ
こ
で
、
世
界
へ
視

野
を
広
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
う
し
て
、
物
価
も
学

費
も
日
本
の
６
分
の
１
で
あ

り
、
か
つ
兵
庫
民
医
連
の
奨

学
金
申
請
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
も
後
押
し
と
な
っ
て
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
国
立
プ
レ
ー
ベ
ン

医
科
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。 

高
い
壁
を
乗
り
越
え
て 

授
業
は
全
て
英
語
な
の

で
、
勉
強
に
つ
い
て
い
く
の

に
必
死
で
し
た
が
「
自
分
で

選
ん
だ
道
と
場
所
で
学
び
た

い
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
こ
で
や
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
強

僕
の
今
の
夢 

医
師
に
な
る
と
、
初
期
研

修
の
２
年
間
で
様
々
な
科
を

回
り
、
３
年
目
で
専
攻
分
野

を
選
択
し
ま
す
。
龍
大
生
の

頃
か
ら
の
思
い
が
あ
り
、
幅

広
い
年
齢
の
患
者
さ
ん
や
疾

患
に
携
わ
り
訪
問
診
療
も
行

う
総
合
診
療
専
門
医
課
程

に
進
み
ま
し
た
。
患
者
様
に

と
っ
て
の
ベ

ス
ト
な
医
療

を
考
え
、
生

活
を
根
本
か

ら
支
え
る
、

自
分
が
し
た

か
っ
た
こ
と

に
取
り
組
め

る
喜
び
を
、

日
々
感
じ
て

い
ま
す
。 

結
果
だ
け

切
り
取
れ

ば
、
医
者
＝

成
功
者
と
い

っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
遠
回
り
と

度
重
な
る
困
難
の
中
で
も
夢

を
諦
め
な
か
っ
た
か
ら
、
今

が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お

手
伝
い
で
き
る
範
囲
は
狭
い

で
す
が
、
研
鑽
を
続
け
、
地

域
全
体
か
ら
慕
っ
て
も
ら
え

る
医
師
に
な
る
の
が
今
の
夢

で
す
。 

プレーベン医科大学付属病院

ブルガリア（卒業式）

クリスマスに行われた総回診

地域との共生
敷地内でお客様と花壇づくり（玉造店）

学生時代 卓球部の合宿にて西成区 花園店（1 号店・本社）

プロフィール 
02年3月社会学部臨床福祉学科卒
業。学生時代はボランティアサークル
BBSに所属。02年４月大阪府内で塾
講師として就職。09年２月プレーベン
医科大学医学部医学科入学。同大
卒。19年３月第113回医師国家試験
合格。同年4月から21年3月まで初期
研修。21年４月から専攻医となり東神
戸病院に勤務。 

プロフィール
59年大阪府生まれ。82年経営
学部卒業。卓球部に所属し 80
年主将。井上宏ゼミ。82年4月
イズミヤ株式会社入社、衣料品
部門に配属。05年イズミヤ労働
組合（専従）中央執行委員長に
就任。15年11月同社の関連会
社である飲食の株式会社サンロ
ーリー専務取締役、16年4月同
社代表取締役社長就任。19 年
4月イズミヤ株式会社取締役執
行役員（人事・総務統括部長）、
20年1月1日同社代表取締役社
長に就任。趣味は海釣り、月1回
のゴルフ、キャンプ。コロナ禍で
好きな酒を飲みに行けなくなり、
現在は至って健康。

イズミヤ株式会社
代表取締役社長

（82 年経営卒）
梅

う め

本
も と

 友
と も

之
ゆ き

さん

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
社
長

就
任

　
部
活
動
は
卓
球
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
中
学
か
ら
卓
球

を
続
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

１
年
夏
か
ら
レ
ギ
ュラ
ー
と
な

り
、
５
部
か
ら
３
部
リ
ー
グ

に
昇
格
し
ま
し
た
。
経
営
学

部
を
選
択
し
た
理
由
に
は
、

商
売
を
し
て
い
た
父
親
の
影

響
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
も

の
を
売
る
こ
と
や
お
客
様
が

喜
ば
れ
る
こ
と
に
対
す
る
感

動
を
人
一
倍
感
じ
て
い
ま
し

た
。
ゼ
ミ
の
井
上
宏
先
生
の

専
門
は
多
国
籍
企
業
論
で
し

た
が
、
私
は
流
通
業
界
に
興

味
が
あ
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
本
場
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

業
態
が
20
年
後
に
は
日
本
の

業
態
に
移
り
変
わ
る
関
係
性

な
ど
に
つい
て
の
卒
業
論
文
を

書
き
ま
し
た
。

　
イ
ズ
ミ
ヤ
を
選
ん
だ
理
由

は
、勤
務
地
が
関
西
限
定
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
内
定
を
も
ら
っ

た
流
通
他
社
は
関
西
以
外
の

地
域
に
配
属
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
の
で
、
関
西
が
大
好

き
な
私
は
迷
わ
ず
イ
ズ
ミ
ヤ
へ

の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　
最
初
の
配
属
は
衣
料
品
部

門
で
、
婦
人
服
を
８
年
担
当

し
ま
し
た
。
15
年
11
月
に
は

イ
ズ
ミ
ヤ
の
関
係
会
社
で
飲

食
会
社
の
㈱
サ
ン
ロ
ー
リ
ー
の

専
務
取
締
役
、
16
年
４
月
に

同
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
当
時
は
関
連

会
社
の
役
員
を
す
れ
ば
そ
の

ま
ま
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が

通
例
で
し
た
が
、
定
年
直
前

の
19
年
４
月
に
取
締
役
執
行

役
員
と
し
て
イ
ズ
ミ
ヤ
に
戻

り
、
会
社
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
分
社
化
に
責
任
者

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

た
。
入
社
当
時
か
ら
社
長
を

目
指
す
な
ど
と
い
う
目
標
の

存
在
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
戻
って
か
ら
９
か
月
で

社
長
に
就
任
す
る
と
い
う
異

例
の
人
事
で
し
た
。

　
因
果
の
関
係
に
お
い
て「
偶

然
」
と
「
必
然
」
が
あ
り

ま
す
が
、私
は
「
偶
然
」
も
、

過
去
の
行
動
、
言
動
、
努
力

が
「
偶
然
」
を
呼
び
込
み
、

結
果
と
し
て
「
必
然
」
に
な

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ゆ

え
に
、
将
来
の
姿
は
、
そ
の

姿
と
は
無
関
係
な
こ
と
や
、

日
々
の
小
さ
な
課
題
で
あ
っ

て
も
、
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
で
周
り
の
信
用
と
信
頼
を

得
、
事
を
成
し
え
る
こ
と
に

繋
が
る
。
私
の
社
長
就
任
も

自
ら
が
呼
び
込
ん
だ
と
理
解

し
責
任
を
全
う
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

将
来
の
姿
を
描
き
、
そ
の
姿

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
今

を
全
力
で
取
り
組
む
し
か
方

法
が
な
い
。「
今
日
よ
り
も
、

少
し
は
ま
し
な
明
日
を
描
い

て
今
日
を
生
き
る
」
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み

　
20
年
１
月
、
社
長
に
就
任

し
て
間
も
な
く
、
日
本
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
食
品

分
野
の
売
り
上
げ
は
２
月
ご

ろ
か
ら
徐
々
に
増
え
、
３
月

以
降
は
急
激
に
売
り
上
げ
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
来
店
頻

度
や
来
店
客
数
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
ま
と
め
買
い
や
大

容
量
商
品
の
購
入
に
よって
買

い
上
げ
点
数
と
客
単
価
が
激

増
し
た
こ
と
が
要
因
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
に
努

力
し
て
い
た
だ
い
た
従
業
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は
す
で

に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
始
ま
っ
て

い
る
。
お
客
様
の
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
を
い
ち
早
く
察

知
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
対
応

を
図
って
い
こ
う
」
と
言
い
続

け
て
い
ま
す
。

り
ま
し
た
そ
の
年
の
12
月
に

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ほ
ぼ
完
了

し
ま
し
た
の
で
、
前
職
の
㈱

サ
ン
ロ
ー
リ
ー
へ
戻
し
て
も
ら

え
る
と
思
って
い
た
の
で
す
が
、

イ
ズ
ミ
ヤ
の
前
社
長
よ
り
社

長
就
任
の
要
請
が
あ
り
、
お

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

経営者登場

今
後
の
展
望

　
以
下
の
２
つ
の
課
題
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は「
リ
ア
ル
」と「
デ

ジ
タ
ル
」
の
融
合
で
す
。
ス
ー

パ
ー
は
「
リ
ア
ル
」
な
業
態

で
す
が
「
デ
ジ
タ
ル
」
な
空

間
の
中
で
お
客
様
と
ど
の
よ

う
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
地
域
と
共
生

す
る
」
こ
と
で
す
。
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
経
営
に
ど
う

具
体
的
に
取
り
組
む
か
、
イ

ズ
ミ
ヤ
を
育
て
て
く
れ
た
「
地

域
」
と
ど
う
共
生
し
て
い
け

「リアル」と「デジタル」の融合
地域と共生するスーパーを目指して

ベストな医療を考え、
生活を根本から支える医療

る
か
を
描
き
実
現
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
イ
ズ
ミ
ヤ
創
業
100
周
年
に

あ
た
り
、
各
店
舗
で
地
域
の

お
客
様
と
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
101
年

目
を
迎
え
る
22
年
度
も
、
さ

ら
に
地
域
の
皆
様
が
健
康
で

心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
従
業
員
と
共
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
お

客
様
に
と
って
「
無
く
て
は
な

ら
な
い
イ
ズ
ミ
ヤ
」
と
し
て
の

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４０
年
ぶ
り
に
大

学
を
訪
れ
ま
し
た
。
校
舎
の

姿
、
形
は
変
わ
れ
ど
も
、
龍

大
の
D
N
A
の
匂
い
は
十
分

に
感
じ
取
れ
、
懐
か
し
く
思

い
ま
し
た
。「
卒
業
生
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
イ
ズ
ミ

ヤ
の
ご
利
用
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
現
役
の
皆
様
に

は
、
イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
も
就
職
先

候
補
と
し
て
選
択
肢
の
一
つ

に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」。
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■ 支部創設10周年記念として前事務局長が発案。地域の人に母校や校友
会の存在、卒業生に活動を知っていただきたいという思い。 

■・幅広い年代に読んでもらうため、あまり硬くならず、かといって砕け過ぎ
　ないこと。 

・校友紹介で寄稿してもらう会員の学生時代の思い出や現在の志などを
　語ってもらうこと。 

・地域の観光名所などを紹介し、地域を知ってもらうため創刊号から掲載しています。 
・支部総会での校友会来賓や教授の母校情報は、必ず掲載しています。

■ 地元新聞社のＯＢが支部理事におられ、助けていただいており苦労はあまりありません。事務局長と
して楽しんでやっています。

■ 引き続き発行を重ね、一人でも多くの会員獲得を目指し、地域の公共施設にも会報紙を置いていただ
ければと思っています。

山口県支部
久保史生さん（95年文卒） 
16年創刊 ／年1回発行
連絡先 ymgb-kubo@pony.ocn.ne.jp
年会費 1,000円  

■ 編集長の職を設けておりませんが、事務局長の久保が編集をしています。
当支部は、卒業生全員を会員としていることから、現在約1,200名の会員
がいます。会員同士の情報交換の場として今までも年1回の総会を開催し
ているものの、参加者が固定化し交流も限定的になっていました。そのよ
うな中で、当支部の活動を知っていただき、より多くの皆様に校友会に参
画をしていただくため、「たより」を創刊し、全会員に送付しています。 

■ 誌面は主に前年度の活動報告ですが、総会に参加できなかった会員の皆様にも、当支部の活動をお
知らせできたのではないかと考えています。 

■ 昨年度はコロナ禍の影響でほとんどの活動ができなかったため、記事の内容に苦慮しましたが、活動
報告に限らず、様々な情報を会員の皆様にお届けできればと思います。 

山口県支部だより第6号

福岡県・北
ほ っ

豊
ぽ う

支部
大江智城さん（80年文卒） 
16年8月創刊／8月・2月（年度中2回発行） 
連絡先 chijoe750@docomo.ne.jp 
年会費 1,000円 

■ 16年7月の発会式後、その様子を不参加の皆さんにも伝えるにはと考え、
この会報を思いつきました。発会式に限らず、年1回の総会に欠席すれば、
会と会員のつながりは総会案内と会費の請求だけということになります。
1,000円の年会費をいただく分だけでも何か掛け橋になるものができれば
と、全くの事務局独断でしたが、発刊に踏み切りました。 

■ 主たる内容は当然諸活動の連絡・報告ですが、それだけでは紙面が埋まら
ないので『校友リレーエッセイ』なるものを企画し、会員にも原稿を書いてもらうようにしました。これ
が思ったより面白く、今ではこちらの方がメインとして読まれているようです。 

■これだけ行事中止が続くと記事もなくなって、紙面作りに苦慮するところです。支部内の知る限りの
情報を駆使し何とかページを埋めていますが、そろそろ在庫切れで、一刻も早い新型コロナ騒動の
終息が待たれるところです。 

北豊支部会報「黎明」
第10号

福岡県福岡支部
松尾得晃さん（01年文院卒） 
18年６月創刊／年１回発行 
連絡先 ryukoku.fukuoka@gmail.com 
年会費 2,000円

■ 一人でも多くの校友の方々に、支部の活動・予定を伝えるため。また、紙面
を用いることで、その家族や関係者にも内容が知れ渡ることを期待して。  

■ 特に目新しいところはないが、支部の全体的な活動報告だけでなく、会報の
裏面にある「校友の輪」を通して、少人数での会合（福岡深草会・校友会女
子会 龍Ron小町福岡支部）が行われていることを伝えているところ。 

■ 会報作成にあたり苦労したことは、読み手の興味が分からない、手探りの
状態だったこと。また、編集者が会報作成の初心者なので、色使いや配置、
フォント選びに難航したこと。そうした中で、会報発行を喜ぶ声が伝わってきたことが次号への励みと
なっている。 

■ 会報の作成・配布を継続していくこと。その中で、色々な立場・職種の方々が、情報発信に協力してい
ただける会報にしたい。 

福岡県福岡支部会報
「光輝～ Luster ～」第4号

パナソニックグループ支部（紫松会） 
友田雅裕さん（86年経営卒） 
14年創刊 ／年1回発行

■ 新入会員の参画はグループ内定者からの連絡待ちですが、そこの間口を
拡げることが課題でした。 

■ 紫松会はざっくばらんに楽しめる気軽な場がその持ち味ですが、学生の方
に「高齢の人が集まる厳粛な会」といった誤ったイメージを持たれないよう
に、笑顔の写真と砕けた雰囲気のコメントで少しでも本質を理解いただこ
うと考えたものです。（最初の誌名は「こんなんやってました！」でした） 

■ その後総会案内への同封や校友会の支部HPにも掲載し、会報に近いものになりましたが、今も「イ
メージを正しく伝える」ことを目的としています。さすがに今年はリアルの行事がなく「みんなの声」を
集めて掲載することにしましたが、引き続き楽しい雰囲気を伝えて会員増・参加者増に寄与していき
たいと考えています。 

紫松会 通信 ―2021

兵庫県・丹
た ん

篠
じょう

支部
芦田淳一さん（74年経営卒） 
18年8月創刊／年１回発行
連絡先 jandm@nike.eonet.ne.jp 
年会費 1,000円 

兵庫県・丹篠支部会報第4号

■ 私の前職場コープこうべのOB会「虹友会」（こうゆうかい）が会員に発行
郵送している「虹友会だより」を参考に校友に活動報告・計画をお知らせ
しなければと思い計画しました。

■ 19年8月頃は総会報告を兼ねて、校友の神戸南京町「老祥記」曹社長との
懇談報告、理事近況報告、活動計画、夏季ビア懇親会等の案内をしていま
した。その後、総会案内、阪神支部主催のイベント（西本願寺見学、酒蔵めぐ
り、神戸歴史探索等）、卒業生プロデュース「セカイイチオイシイ水」映画鑑賞、ビア大会、モダン塾等
の様々な活動について参加されていない校友にも知っていただくために、活動計画も含めて広報活
動の一環として発行しています。

■ 発行にあたっては、広報担当がすることになっていますが、活動報告、今後の活動計画等の作成に時
間と手間がかかるため、もう少し簡便に作成することを考えています。（今後はコスト削減も含めて2
色刷りで計画しています）

阪神支部
竹野伸夫さん（74年経営卒）
19年8月創刊／年1〜2回発行（予定）
連絡先 info@ryukoku-hanshin.org
年会費 2,000円

東京支部
小澤直之さん（82年文卒） 
09年10月15日創刊／年2回発行

（東京支部だよりと総会・講演会の支部からのお知らせ） 
連絡先 ryukoku.koyukai.tokyo.info@gmail.com 
年会費 1,000円 

■ 北海道支部の支部だより発行を知り、参考に。従来の年1回の総会だけで
は、校友間の意思疎通が希薄なため、年賀会を企画し、総会の結果報告な
どを掲載して、校友間のコミュニケーションを深めたいと支部だよりの発
行へ。東京支部のエリアも広範囲なので年会費など支部財政を強化する
意味もあります。  

■ 支部の活性化へアイデアなどを聞いて掲載し、世代を超えた鼎談をして、皆
さんへの情報提供を手厚くしようと努めました。「ネットの時代に、紙の情報誌が必要なのか」の意見も
ありますが、PCなど得手でない校友も多く、スタートしたばかりの東京支部のＨＰに支部だよりを掲載
することでＨＰの充実に繋げる目的も。実際に支部だより発行後、年会費も増収し、年賀会への参加者
も年々増加。全国支部長会議での東京支部の情報発信ツールの役割も果たしました。

■ 今後は、Webとペーパーメディアの連携をさらに充実していければと願っています。

東京支部だより第13号

福井県支部
吉田純也さん（04年法卒） 
15年創刊／年1回発行
連絡先 m-baba@hokuriku.ed.jp 
年会費 1,000円  

■ 福井県支部の活動内容やその醍醐味を校友の方々に伝え、さらに校友会
の会員拡大につなげていくため。

■ 幅広い年代の方々が読まれるため、読みやすいように出来る限り文字を
大きくし、写真等を入れながら紙面全体にメリハリをつけてレイアウトし、ま
た、支部の活動や会員の多方面での活躍を簡潔に分かりやすく伝えること
を心掛けました。

■ 情報収集、支部や会員の方々への取材活動、編集・制作業務等。毎年、支部通信の発行を楽しみにし
ているという声が多数聞こえるようになり、次号発行への活力になっています。

■ 支部通信の発行を継続していくこと。紙面作りにおいて、もっと会員の方々から情報提供や寄稿に協
力していただけるような仕組みを構築していきたいと思います。

福井県支部通信VOL.7

阪神支部 支部だより
Rokko No.1

編集長（名前、卒年、学部） 
創刊号の年・月 ／ 発行回数 
入会希望者のための連絡先 
年会費 
■ 支部会報（たより）をなぜ発行しようと考えたのか？ 
■ 我が支部会報の特長、個性、アピールポイント、など 
■ 発行にあたって苦労したこと、良かったことなど 
■ 今後の展開について 

特集
「校友会支部会報」
編集長に聞く

北海道支部
石井伸和さん（78年経済卒） 
02年8月創刊／年1回発行 
連絡先 ipi-ishii@par.odn.ne.jp 
年会費 3,000円

■ 私が入会した01年には既に支部が運営され、会報も発行されていました。
たまたま印刷業に従事していたことから、支部だよりの編集・印刷を任さ
れました。以後、編集者として考えたことは以下の通りです。 

・北海道在住の卒業者全員に配布し入会を募る 
・総会決議内容、公開講演会、親睦会、全国参加行事報告、コラムなどを掲載 
・北海道は全国一広いため、集いは困難で広報にて補足 

■ 平成後期から、北海道支部の特徴として「得」「徳」「禿」の三トクを研究、同時に大学への貢献の他に
社会に貢献することを研究しています。 

■ 研究成果をコラムにて発表していくつもりです。 

北海道支部だより20号
HPからも支部
会報は閲覧で
きます。
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　11月14日、学生×卒業生のキャリアイベントとして「あの人は今、何してる？」をオンライ
ン開催しました。各分野で活躍されている卒業生６名をゲストに招待し、登壇者が３名ずつ
２つのグループ（プロパー組と転職組）に分かれ、座談会形式にてトークを実施しました。
　政策学部での学びや経験が現在のビジネスにどのように生かされているのか、また仕事

上のやりがいや苦労話、転職組は転職に至った経緯なども話してい
ただき、参加者からは、「同世代の悩みを共感できた。」「仕事のモチ
ベーションが上がった。」などの感想をいただきました。
　今後も会員の皆様にとって、良い「刺激」となれるよう事業計画を
行っていきます。 　　　　　　　　　　　     （副会長 佐々木了恵） 

学部創設から10年「あの人は今、何してる？」

政策学部同窓会

校
友
の
著
書

S
W
O
T
分
析
に
よ
る

戦
国
武
将
の
成
功
と
失
敗

森も
り

岡お
か

健け
ん

司じ

（
95
年
経
済
卒
）

四
六
判 

190
頁

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
出
版
社

１
︐６
５
０
円

21
年
10
月
1
日
発
行

お
か
あ
ち
ゃ
ん
、こ
ん
な
僕
や
け

ど
、産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

青あ
お

木き

聖き
よ

久ひ
さ

（
12
年
社
博
修
了
）

四
六
判 

320
頁

株
式
会
社
ペン
コ
ム

１
︐６
５
０
円

22
年
1
月
1
日
発
行

こ
ん
け
ん
ど
う
エッ
セ
イ
集

第
1
集『
祝
電
』 

近こ
ん

藤ど
う 

健け
ん

（
83
年
法
卒
）

四
六
判 

240
頁

一
般
社
団
法
人
随
筆
春
秋

１
︐３
２
０
円

21
年
11
月
5
日
発
行

Visitez le Japon au 
fil de son histoire

杉す
ぎ

原は
ら

正た
だ

志し

（
04
年
国
際
文
化
卒
）

15.6㎝
×
21.8㎝
×
2.7㎝ 

356
頁

O
m
a
k
e 

B
o
o
k
s
社

２
９.
９
０ 

ユ
ー
ロ

21
年
８
月
26
日
発
行

脱
炭
素
経
営
入
門

―
気
候
変
動
時
代
の
競
争
力
―

松ま
つ

尾お

雄ゆ
う

介す
け

（
98
年
経
済
卒
）

四
六
判 

312
頁

日
本
経
済
新
聞
出
版

２
︐４
２
０
円

21
年
11
月
18
日
発
行

評
論
集
『
民
衆
詩
派
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス 

実
践
版
―
一
般
読
者

に
届
く
現
代
詩
の
た
め
の
詩
論
』

苗な

村む
ら

吉よ
し

昭あ
き

（
90
年
経
済
卒
）

四
六
判 

373
頁

土
曜
美
術
社
出
版
販
売

２
︐７
５
０
円

21
年
11
月
1
日
発
行

「
ス
ポ
ー
ツ
を
仕
事
に
し
た

い
」

　
13
歳
。
ス
ポ
ー
ツ
を
仕
事

に
し
た
い
、ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
自
分
の
目
で
見
て
み
た

い
、
そ
う
思
っ
た
の
は
今
か
ら

15
年
前
の
こ
と
で
す
。
こ
う

し
て
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

機
関
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
は
、
面
白
い
よ
う
で
、
ま

た
同
時
に
必
然
で
あ
る
か
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
中
継
を
中
心
と
し

た
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
放
送
に

関
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の

仕
事
は
楽
し
く
、
ま
さ
に
夢

描
い
て
い
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
仕

事
に
す
る
」
そ
の
も
の
で
し

た
。 

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
お
膝
元
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
へ 

　
で
は
な
ぜ
そ
れ
を
辞
め
て

ス
イ
ス
に
来
た
の
か
？
　
そ
れ

は
、
厳
し
い
環
境
下
に
身
を

　
大
学
の
制
度
を
利
用
し

て
よ
う
や
く
実
現
し
た
ア
メ

リ
カ
留
学
で
は
、
日
本
と
同

様
に
学
生
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ｆ
Ｌ
観
戦
で
目
の
当
た
り

に
し
た
「
あ
ら
ゆ
る
差
異
を

越
え
て
感
情
を
共
有
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
は
、
今
で
も

わ
た
し
が
ス
ポ
ー
ツ
界
で
生
き

る
動
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
卒
業
後
は
ス
ポ
ー
ツ
専
門

の
映
像
制
作
会
社
で
Ｍ
Ｌ
Ｂ
・

スポーツのメッカ、
スイス・ローザンヌで生きる 

工
く

藤
ど う

 美
み

咲
さ き

 さん
（16年経済卒）

プロフィール
16年経済学部スポーツサイエンス
コース卒業。MLB・NFLの中継に
携わったのち、20年、スイスのスポー
ツマネジメントの大学院AISTSを修
了。一年間のインターンシップを経
て、現在は正規職員として世界野球
ソフトボール連盟（WBSC）のメディ
ア部に勤務。

世界野球ソフトボール連盟
メディア部

置
き
た
か
っ
た
、
と
い
う

の
が
一
番
の
理
由
で
す
。
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が
創
設
者
の

一
つ
で
も
あ
り
、
わ
た
し

が
20
年
冬
に
修
了
し
た

International A
cadem

y 
of Sport Science and 

T
echnology

（
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）

は
、
50
以
上
の
国
際
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
が
拠
点
を
置
く
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
に
あ
り
ま
す
。
国
籍
、

年
齢
、
経
歴
も
ま
っ
た
く
異

な
る
一
方
で
、
同
じ
よ
う
に

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
野
心
を
持
ち
活

躍
す
る
同
士
に
出
会
え
た
こ

と
は
、
と
て
も
大
き
な
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
は
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
5

の
国
際
統
括
団
体
で
あ
るＡＩＳＴＳ卒業式 

W
orld Baseball Softball 

Confederation

（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ

／
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
）
の
メ
デ
ィ
ア
部
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
ス
イ
ス
で
の
就

職
は
、
欧
州
連
合
域
外
の
国

民
に
と
っ
て
難
し
い
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
持

ち
込
み
の
企
画
書
が
幸
運
に

も
評
価
さ
れ
、
無
事
に
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
数
か
月
ご

と
の
契
約
更
新
で
し
た
が
、

一
年
後
に
晴
れ
て
正
規
雇
用

が
決
ま
り
ま
し
た
。

面
白
く
生
き
て
い
き
た
い  

　
21
年
、
自
国
開
催
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
国
際
連
盟
の
一

員
と
し
て
参
加
で
き
た
こ
と

は
何
物
に
も
代
え
難
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
は
世
界
的
に
は
競

技
人
口
が
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
種

目
の
国
際
統
括
団
体
だ
か
ら

こ
そ
、
普
及
の
過
程
を
内
部

か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
い
ま
の
わ
た
し

が
あ
る
の
も
龍
谷
大
学
の
恩

師
を
は
じ
め
、
会
う
べ
き
時

に
会
う
べ
き
人
に
会
え
た
か

ら
だ
と
心
底
思
い
ま
す
。
誰

か
が
一
押
し
し
て
く
れ
た
り
、

道
を
正
し
て
く
れ
た
り
。
そ

の
一
方
で
、
気き

骨ぼ
ね

が
折
れ
る

よ
う
な
経
験
や
言
葉
も
、
更

な
る
舞
台
へ
の
糧
と
な
り
ま

し
た
。
も
う
す
で
に
様
々
な

こ
と
を
経
験
し
て
き
た
か
の

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
わ

た
し
の
キ
ャ
リ
ア
は
ま
だ
ま
だ

序
盤
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力

を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
面

白
く
刺
激
の
あ
る
道
を
歩
ん

で
い
き
た
い
と
、
そ
う
思
い
ま

す
。

東京2020オリンピック・パラリンピック

　現役学生向けの直接支援事業として、12月19日に法学部と共催で「OB・OGによる公務員
懇談会」を開催しました。 
　国家公務員、地方公務員として働く20代から50代までの法学部卒業生が学生からの質問
に答える形式で、受験勉強の思い出から現在の仕事の実態まで本音で語り、学生からは、一
度に複数のOB・OGの方から様々なお話を聞くことができたと大変好評を得ました。 
　次年度以降も、コロナの状況をみながら、現役学生の支援事業
の開催、卒業生の交流事業を開催し、延期している法学部同窓会
50周年記念事業の企画も考えていきたいと思いますので、皆様
の支援をよろしくお願い申し上げます。      　（会長 成松重人） 

学生向け就職支援イベント

法学部同窓会

　11月3日に第6回ビジネス・ミーティングをオンラインで実施し、広告代理店やコンサル
ティング会社などで組織開発・人材育成に従事され、近年では「アートとサイエンスの融合」
というテーマで、講演や著述で活躍されている山口周氏（独立研究者／パブリックスピー
カー）に「ビジネスの未来」と題して、講演していただきました。 
　第二部では、パネルディスカッションを加藤秀弥准教授（キャリア主任）の司会のもと、５

名のパネリストで討論を行いました。180名ほどの同
窓生・学生が参加し、山口氏の説得的で分かりやすい
説明に感銘を受けた、学生の質問が的を射ていたなど、
様々な感想がありました。　　　　 （会長 田中正勝） 

経済学部同窓会ビジネス・ミーティング 

経済学部同窓会

　　　　 書籍「五十年の歩み」無料進呈 
　昨年「経営学部同窓会 五十年の歩み」の電子ブック版を刊行しましたが、会員の皆さま
からの強い要望により、書籍として刊行することになりました。申し込みはおひとり一冊と
し、無料で進呈いたします。申し込み期限は22年4月30日、発送は5月中旬を予定しています。
申し込み先リンク  １．パソコンの場合は、こちらのURLからお願いします。
　 　　　　　　　　 https://www.ryukoku.biz/?page_id=2799
　　　　　　　　  ２．スマホ・タブレットはこちらのQRコードからお願いします。
申し込みの 流れ  名前、卒業年、住所、電話番号、メールアドレス、備考  ➡確認  ➡送信

経営学部同窓会

（会長 米田禎孝）
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ド
バ
イ
ザ
ー
の
森
田
克
行
さ
ん

（
74
年
文
卒
）の
案
内
で
広
大

な
公
園
内
に
点
在
す
る
弥
生

時
代
の
遺
跡
を
巡
り
な
が
ら

解
説
を
受
け
ま
し
た
。当
日

は
、支
部
活
動
再
開
を
喜
び

合
う
と
と
も
に
古
代
ロマ
ン
に

思
い
を
馳
せ
た
一
日
で
し
た
。

（
事
務
局
長 

髙
井
一
実
） 

　支
部
の
活
動（
報
告
）

オ
ン
ラ
イ
ン
料
理
教
室
の

開
催10

月
27
日
、茨
木
市
の
日

本
料
理
店「
成
田
家
」で
オ
ン

ラ
イ
ン
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
店
主
の

浅
川
和
彦
さ
ん（
94
年
社
会

卒
）で
す
。落
語
好
き
の
浅
川

さ
ん
の
巧
み
な
話
術
と
包
丁

教
職
志
望
学
生
と
の
交

流
で
繋
が
り
を
深
め
る

教
龍
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

21
年
度
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
り
会
員
同
士
の
交
流
お
よ

び
会
員
と
教
職
志
望
学
生
と

の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
12
月
は
約
120
人
が
参
加

し
大
規
模
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
教
龍
会
で
は
機

「 

神
戸
モ
ダ
ン
塾 

in　   

神
戸

東
灘 

セ
ミ
ナ
ー 

」

（
感
染
症
対
策
の
上
、実
施
）

1
月
16
日
『
神
戸
モ
ダ
ン

塾
』
を
開
催
し
、
中
野
正
博

講
師（
73
年
経
営
卒
）の「
改

正
さ
れ
た
方
式
に
よ
る
『
自

筆
証
書
遺
言
』
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
」
と
、
坂
本
政
博
講
師

（
76
年
経
営
卒
）
の
「
空
き

家
と
コ
ロ
ナ
と
不
動
産
」
の

テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
18
名
が
参
加
し
て
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
専
門

分
野
で
の
知
見
が
得
ら
れ
た

貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局 

関
本
）

Y
ouT

ube

に
よ
る
総
会・

記
念
講
演
会

10
月
16
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

か
ら
当
支
部
初
の
試
み
と
し

て
、Y
ouT

ube

の
動
画
配
信

に
よ
る
支
部
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
、
は
じ
め
に

今
年
度
の
総
会
と
し
て
当
支

部
の
理
事
が
集
ま
り
前
年
度

お
よ
び
今
年
度
の
活
動
報
告

を
行
い
、
続
い
て
校
友
会
女

子
会 

龍
Ｒｏｎ
小
町
の
案
内
、

そ
れ
か
ら
19
年
に
龍
谷
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
た
当
支
部
の

会
員
の
大
來
尚
順
さ
ん
（
05

年
文
卒
）
に
よ
る
記
念
講
演

「
発
想
の
転
換 

外
国
語
か

料
理
イ
ベ
ン
ト
と
消
し

ゴ
ム
は
ん
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
岡
本
和
子

先
生
の
料
理
イ
ベン
ト
と
、
校

友
の
麻
田
弘
潤
先
生
（
98
年

短
大
卒
）
を
お
招
き
し
て
消

し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
料
理
イ

ベン
ト
で
は
、
各
家
庭
に
あ
る

校
友
会
女
子
会 

龍
R
o
n

小
町
ス
マ
ー
ト
シ
ェ
ア
観
光

＠
築
地
本
願
寺

東
京
支
部
、
神
奈
川
県
支

部
の
共
催
で
龍
R
o
n
小
町

イ
ベ
ン
ト
を
ネ
ッ
ト
上
で
開
催

し
ま
し
た
。
案
内
は
、
築
地
本

願
寺
副
宗
務
長
の
東
森
尚
人

さ
ん
（
95
年
文
院
了
）、
旅

人
は
、
平
塚
典
子
さ
ん
（
80

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
に
好

評
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん

延
の
影
響
で
20
年
度
は
書
面

総
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
21

年
度
も
事
業
を
行
わ
な
い
と

今
後
の
活
動
に
も
影
響
が
出

る
と
いっ
た
意
見
が
多
く
、
本

部
か
ら
の
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
の

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部

東
京
・
神
奈
川
県
支
部

岡
山
県
支
部

北
大
阪
支
部

学
校
園
教
員
支
部（
教
龍
会
）

阪
神
支
部

山
口
県
支
部

さ
ば
き
に
引
き
込
ま
れ
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。で

き
あ
が
っ
た
料
理
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。好

評
に
つ
き
次
回
開
催
を
検
討

中
で
す
。お
楽
し
み
に
！ 

（
支
部
長 

浅
井
純
一
）

高
槻
市
安
満
遺
跡
公
園

散
策12

月
4
日
、高
槻
市
の
国

史
跡
の
安
満
遺
跡
公
園
を
散

策
し
ま
し
た
。遺
跡
公
園
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
楽
し

ん
だ
後
は
、高
槻
市
文
化
財
ア

関
誌
『
黒
板
を
背
に
し
て
』

を
発
行
し
て
お
り
、
今
回
で

第
25
集
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
近
況
報
告
や
実
践
報
告

を
掲
載
し
、
明
日
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
支
部
長 

佐
古
田
英
樹
）

お
皿
を
使
っ
て
盛
り
付
け
を

チ
ェッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、
綺

麗
に
見
え
る
工
夫
を
教
わ
り

ま
し
た
。
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
麻
田

先
生
の
手
元
を
カ
メ
ラ
で
映

し
な
が
ら
、
基
本
的
な
彫
り

方
と
押
し
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。
皆
、
夢
中
に
な
っ
て
彫
っ

て
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
長 

桑
原
ひ
と
み
） 

中野正博さん坂本政博さん

今
年
度
は
龍
谷
祭
が
初
め

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
る

な
ど
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
い
た
だ
く

形
式
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、10
月

30
日
、31
日
、11
月
６
日
、7

日
の
4
日
間
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

a
t 

ホ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。今

年
度
は
事
前
収
録
し
た
映
像

を
特
設
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、期
間
内
の
好
き

な
時
間
帯
に
視
聴
で
き
る
形

式
に
し
ま
し
た
。

「
R
y
u
ト
ー
ク
」で
は
、

卒
業
生
の
飯
田
光
輝
さ
ん

（
99
年
文
卒 

ゴ
ル
フ
の

松
山
英
樹
プ
ロ
の
専
属
ト

レ
ー
ナ
ー
）、か
み
じ
ょ
う
た

け
し
さ
ん（
00
年
文
卒 

松
竹

芸
能
の
芸
人
）、福
島
暢
啓
さ

ん（
11
年
文
院
了 

M
B
S

毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）か

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の

と
って
お
き
の
話
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

入
澤
学
長
か
ら
は
、本
学
の

必
修
科
目
で
あ
り
卒
業
生
に

と
っ
て
も
印
象
深
い「
仏
教
の

思
想（
仏
教
学
）」を
改
め
て
学

ぶ
機
会
と
し
て
、「
卒
業
生
版 

仏
教
の
思
想（
仏
教
学
）」を

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

a
t 

ホ
ー
ム
開
催

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、国
際
学
部
の
清
水
教
授

か
ら「『
仏
教
S
D
G
s
』と

『
自
省
利
他
』」と
題
し
て
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、野
外
活
動
部
の
学

生
が
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
簡
単
に

作
れ
る
お
も

ち
ゃ
の
作
り

方
を
教
え

る「
お
子
さ

ま
向
け
イ
ベ

ン
ト
」や
、卒

業
生
が
在

学
当
時
の
思

い
出
を
語
り

校友会女子会
龍Ron小町オンライン

イベント開催
　「龍 Ron 小町オンラインイベント」を
開催しました。
　３つの動画コンテンツを用意し、期間
限定（12/11 ～ 12/12）で校友会のHPにアップしました。
　コンテンツの1つである ③龍谷ミュージアム「十二月展」ツアーで
は、龍谷大学文学部博物館実習を受講されている学生さんに、自
身が担当した展示の企画や資料集め～運営までの秘話や、見ど
ころなどを幾つか紹介いただきました。
　オンラインイベントは初の試みでしたが、幅広い層の卒業生に視
聴いただきました。
動画コンテンツ　①オンラインキャンパスツアー
　　　　　　　  ②欣浄寺オンラインツアー
　　　　　　　　 ～深草少将と小野小町のロマンの地～
　　　　　　　  ③龍谷ミュージアム「十二月展」ツアー

　11月6日、第36回全国支部長会をオンラインで開催しました。 
　赤松校友会長の挨拶に続き、京都市支部、岡山県支部、山口県
支部からの支部活動事例紹介と１回目のグループミーティング、午
後からは兵庫県・丹篠支部の支部活動事例紹介と２回目のグルー
プミーティングを行いました。 
　グループミーティング終了後、入澤学長からのメッセージに続い
て、安藤副学長から龍谷大学の現状を報告いただきました。その
後、校友会の成松理事（総務部会）、小濱事業部会長、畑理事（若
手会プロジェクト）、米田広報部会長および飯沼龍Ron小町会長か
ら21年度の状況と今後の取り組みについて説明がありました。 
　今年度は、支部長会開始前のキャンパスツアーの動画配信や、
昼休憩時の北大阪支部料理教室の動画配信など、空き時間の活
用も工夫しました。 
　全国支部長会終了後、初めての試みとしてoVice（オヴィス）と
Zoomを使ったオンライン懇親会を実施しました。oViceはWeb上で
自分のアバターを自由に動かし、相手のアバターに近づけることで簡
単に話しかけられる新感覚のバーチャル空間です。最初は自分のア
バターを見つけることができず戸惑われていた方も、経験者に教わり
ながら多くの参加者と親睦を深めました。初めてのオンライン懇親会
は、90分という時間が短く感じられるほど盛会のうちに終了しました。 

2021年度全国支部長会開催終了後に
初めてのオンライン懇親会を実施 

年
文
卒
）
と
中
川
鮎
実
さ
ん

（
21
年
農
卒
）
で
す
。
リ
モ
ー

ト
配
信
で
し
た
の
で
、
ど
な

た
で
も
旅
気
分
が
味
わ
え
る

企
画
と
な
り
ま
し
た
。「
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
が
聴
け
て
よ
か
っ

た
」「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
な
ど
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
東
京
支
部
長 

大
原
延
恵
）

ら
学
ぶ
ブ
ッ
ダ
の
教
え
」
の
順

番
で
構
成
し
ま
し
た
。 

（
事
務
局
長 

久
保
史
生
）

提
案
が
あ
り
、
時
期
を
秋
に

し
て
「
文
化
講
演
会
」
を
中

心
と
し
た
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
会

員
か
ら
も
好
評
で
し
た
。
当

分
こ
の
か
た
ち
で
の
開
催
で

や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

（
事
務
局
長 

東
平
泉
）

「十二月展」代表幹事
若山未来さん（文学部4回生）

な
が
ら
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

案
内
す
る「
龍
谷
大
学
３
キ
ャ

ン
パ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
」な

ど
、家
族
で
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
信
し

ま
し
た
。
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て
隠
し
て
い
ま
す
が
、
時
お

り
浮
き
上
が
っ
て
く
る
心
の

ず
っ
と
奥
に
あ
る
と
て
も
他

人
に
は
言
え
な
い
ド
ス
黒
い
感

情
。
そ
ん
な
誰
し
も
が
持
つ

得
体
の
知
れ
な
い
恐
ろ
し
い
も

の
の
正
体
を
、
仏
教
は
煩
悩

で
あ
る
と
見
抜
く
の
で
す
。 

そ
の
煩
悩
と
向
き
合
い
、コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が

仏
教
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
。
そ
れ
を
一
言
で
い

う
と
”滅
“と
あ
ら
わ
し
ま

す
。
仏
教
で
い
う
”滅
“と

は
消
滅
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
正
し
く
制
御
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
正
し
く
行
え
る
も
の

を
仏
と
い
い
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
を
仏
道
と
呼
ぶ

の
で
す
。 

仏
教
を
開
か
れ
た
お
釈
迦

様
は
私
た
ち
の
世
界
は
思
う

が
ま
ま
に
は
な
ら

な
い
苦
の
世
界
で

あ
る
と
説
か
れ
ま

し
た
。
と
同
時
に
、

そ
れ
を
滅
し
て
解

決
す
る
道
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
示

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の

と
そ
れ
に
執
わ
れ
る
人
の
姿

が
、
鬼
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

て
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
の
で

す
。
読
者
は
そ
の
鬼
と
自
分

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り

物
語
に
没
入
し
て
い
き
、
そ

れ
が
こ
の
漫
画
の
魅
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。  

「
滅
す
る
」
と
は 

仏
教
を
開
か
れ
た
お
釈
迦

様
は
、
執
わ
れ
に
振
り
回
さ

れ
る
心
の
正
体
を
煩
悩
と
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
普

段
は
善
人
の
よ
う
な
顔
を
し

鬼き

舞ぶ

辻つ
じ

無む

惨ざ
ん

を
倒
す
物
語
で

す
。 ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
は
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
週
刊
少
年
ジ
ャ

ン
プ
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
な
が

ら
も
、
画
風
は
決
し
て
万
人

受
け
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
言
葉
も
ク
セ
が
強
く

少
年
漫
画
と
し
て
は
や
や
過

激
な
殺
傷
シ
ー
ン
や
女
性
キ
ャ

ラ
の
肌
の
露
出
が
多
い
漫
画

で
す
。
で
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で

鬼
滅
の
刃
は
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
漫
画

の
特
徴
で
も
あ
る
、
敵
方
の

鬼
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
描
き
方
に

要
因
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
漫
画
の
魅
力
「
鬼
」 

こ
の
物
語
の
鬼
は
、
鬼
の

『
鬼
滅
の
刃
』
と
い
う
漫
画

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
週

刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で
連
載
さ

れ
、
全
23
巻
の
コ
ミ
ッ
ク
ス
累

計
発
行
部
数
は
１
億
５
千
万

部
。
公
開
さ
れ
た
映
画
は

興
行
収
入
が
400
億
円
を
超

え（
日
本
歴
代
１
位
）空
前
の

「
鬼
滅
ブ
ー
ム
」
を
巻
き
起

こ
し
ま
し
た
。

こ
の
物
語
の
舞
台
は
大
正
時

代
。
主
人
公
・
竈か

ま
ど門
炭た

ん

治じ

郎ろ
う

が
家
を
空
け
た
あ
る
日
、
家

族
が
鬼
に
惨
殺
さ
れ
、
唯
一

生
き
残
っ
た
妹
・
竈
門
禰ね

豆ず

子こ

も
鬼
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

禰
豆
子
を
人
間
に
戻
す
方

法
を
求
め
、
鬼
を
討
伐
す

る
組
織
で
あ
る
「
鬼
殺
隊
」

に
入
隊
し
、
鬼
の
祖
で
あ
る

の
鼓つ

づ
み
で
も
打
って
い
れ
ば
い
い
」

と
い
う
他
人
の
言
葉
に
と
り
つ

か
れ
、
鬼
に
な
っ
た
の
ち
は
体

に
鼓
が
埋
め
込
ま
れ
た
姿
を

し
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
鬼
に
な
る
と
い
う

の
は
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
に

な
る
と
い
う
よ
り
、
本
来
そ

の
人
物
が
持
って
い
た
執
着
心

が
顕
在
化
す
る
と
いっ
た
も
の

で
す
。
鬼
の
物
語
は
、
残
酷

で
悲
し
く
て
哀
れ
で
理
不
尽

で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
物

語
で
す
。
そ
う
い
っ
た
人
間

が
生
き
る
う
え
で
の
悲
し
み

に
恵
ま
れ
て
起
業
に
至
っ
た
も

の
の
、
最
初
か
ら
自
信
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
語
る

岡
本
さ
ん
。
せ
っ
か
く
来
て
い

た
だ
い
た
お
客
さ
ん
に
も
う

一
度
来
て
ほ
し
い
、
命
綱
の

よ
う
な
気
持
ち
で
開
店
当
初

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
お

札
サ
イ
ズ
の
黄
色
い
100
円
割

引
券
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

「
味
も
メ
ニュ
ー
も
変
え
る

こ
と
な
く
長
く
や
っ
て
き
た

お
陰
で
、
家
族
三
世
代
で
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
さ
ん

も
多
く
、
地
域
の
方
々
に
可

愛
が
って
も
ら
っ
た
。
全
て
は
、

龍
谷
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が

始
ま
り
で
す
」
と
の
こ
と
。

起
業
家
を
多
く
輩
出
し
て
い

る
龍
谷
大
学
の
後
輩
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る

と
、「
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
、

諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
。
少

ま
し
た
。
学
生
時
代
の
思
い

出
は
、
様
々
な
地
方
か
ら
集

ま
っ
て
き
て
、
熱
心
に
学
ん
で

い
る
同
級
生
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
せ
た
こ
と
だ
と
言
い
ま

す
。 岡

本
さ
ん
は
卒
業
後
、
大

型
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

全
国
展
開
し
て
い
た
大
手
流

通
企
業
に
就
職
し
ま
し
た

が
、
同
期
入
社
の
ほ
と
ん
ど

が
辞
め
て
い
く
厳
し
い
社
員

時
代
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
先

が
見
え
な
い
中
で
自
分
に
で

き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、
一

念
発
起
し
て
３
年
間
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。 

全
く
の
独
学
で
ラ
ー
メ
ン

作
り
を
始
め
、
試
作
を
重
ね

る
う
ち
に
少
し
ず
つ
形
に
な
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い

仏教に学ぶ

『鬼滅の刃』に学ぶ仏教 

京
阪
線
の
「
伏
見
桃
山
」

駅
を
降
り
て
、
京
町
通
を
北

へ
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
「
大

黒
ラ
ー
メ
ン
」
は
あ
り
ま
す
。

「
龍
谷
大
前
深
草
」
か
ら
大

阪
方
面
へ
４
つ
目
の
駅
と
近
い

こ
と
か
ら
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
ん
だ
龍
谷
大
生
な
ら
一

度
は
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 運

営
す
る
株
式
会
社
正

し
ょ
う

栄え
い

の
代
表
取
締
役
で
あ
る

岡
本
佳よ
し

宏ひ
ろ

さ
ん
は
、
80
年
経

営
学
部
の
卒
業
生
で
、
兵
庫

県
西
宮
市
か
ら
通
学
し
て
い

大黒ラーメン 本店

ラーメン（飽きのこないスープ）

チャーハン

黄色い割引券

岡本佳宏さん

ボ
ス
で
あ
る
鬼
舞
辻
無
惨
か

ら
そ
の
血
を
分
け
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
鬼
に
な
り
ま

す
。
鬼
の
姿
や
能
力
は
様
々

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
個
性

は
、
鬼
に
な
る
前
の
人
間
だ
っ

た
頃
に
執と

ら

わ
れ
て
い
た
も
の
の

影
響
が
色
濃
く
出
ま
す
。 

例
え
ば
手て

鬼お
に

と
呼
ば
れ
る

鬼
は
、
幼
く
し
て
鬼
に
襲
わ

れ
、
兄
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
と

を
望
み
な
が
ら
鬼
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
姿
は
全
身
か
ら

無
数
の
手
が
生
え
て
い
る
異

形
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
か
つ
て
才
能
が
認
め
ら
れ

な
い
小
説
家
だ
っ
た
響

き
ょ
う

凱が
い

と
い

う
鬼
は
、「
才
能
が
な
い
の
だ

か
ら
小
説
な
ど
や
め
て
趣
味
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【大黒ラーメン 本店】
〒612-8087 京都府京都市伏見区京町大黒町118
　京阪本線「伏見桃山駅」、近鉄京都線「桃山御陵前駅」
　から徒歩約5分
TEL 075-612-3153
営業時間 11時〜 23時
定休日 月曜日

【大黒ラーメン 東福寺店】
〒605-0981 京都府京都市東山区本町13丁目246-1
　JR奈良線「東福寺駅」、
　京阪本線「東福寺駅」から
　徒歩1分
TEL 075-541-3153
営業時間 11時30分〜 23時
定休日 月曜日

「
支
部
会
報・編
集
長
に
聞
く
」

校
友
会
支
部
は
76
年
に
北

海
道
支
部
が
誕
生
し
て
、現
在

で
50
支
部
を
数
え
ま
す
。

た
だ
、最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
、会
員
を
増
や
す
こ
と
が
難

し
く
なって
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、コロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
広
報
事
業
と
し
て
、9
支

部
が
会
報
を
発
行
し
て
い
ま

す
。これ

は
総
会
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
、

支
部
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

内
容
は
イ
ベン
ト
の
案
内
や

報
告
、会
員
か
ら
の
寄
稿
も
あ

り
、興
味
の
あ
る
紙
面
作
り
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
実
務
を
担
当
さ

れ
て
い
る
編
集
長
に
制
作
に
あ

た
り
心
が
け
て
い
る
こ
と
、今

後
に
つい
て
な
ど
を
伺
い
し
ま

し
た
。

支
部
会
報
は
校
友
会
H
P

に
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

「
支
部
の
会
報
」
を
設
け
、全

国
の
卒
業
生
に
も
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

発
行
さ
れ
れ
ば
H
P
新
着

情
報
と
し
て
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
す
。こ
れ
が
支
部
の
P
R
と

会
員
の
拡
大
に
繋
が
れ
ば
と

願って
い
ま
す
。 

（
米
田
禎
孝
）

編
集
後
記

大
だ い

黒
こ く

ラーメン

変
わ
ら
ぬ
味
で
40
年

大黒
ラーメン 

だ い こ く

人
生
は
つ
ら
く
悲
し
い
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を

解
決
す
る
道
が
必
ず
あ
る
。

そ
の
道
を
私
た
ち
に
伝
え
導

く
た
め
に
、
仏
で
あ
る
お
釈

迦
様
は
、
人
と
し
て
こ
の
世

界
に
生
ま
れ
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
根
深
い
苦
悩
を

解
決
す
る
救
い
の
道
で
あ
る

仏
道
は
、
私
た
ち
人
の
闇
を

切
り
裂
く
希
望
の
光
な
の
で

す
。 鬼

滅
の
刃
が
鬼
を
滅
す
る

物
語
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
仏

教
は
煩
悩
を
滅
す
る
物
語
で

す
。
片
や
空
前
の
ヒッ
ト
を
生

み
、
片
や
２
，５
０
０
年
間
続

く
。
と
も
に
私
た
ち
の
心
の

奥
に
あ
る
も
の
を
映
し
出
し
、

そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
道
を

示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

75年生まれ。98年文学部卒業。14
年間高校教師として教壇に立つ。現在
は浄土真宗本願寺派 永明寺住職として

「縁が生まれてみんながワクワクする
開かれたお寺」を目指し活動をしてい
る。ＳＮＳなどでの情報発信にも力を入
れており、話題性のある住職としてメデ
ィアに取り上げられる。現在ツイッター
のフォロワーは３万８千人を超える。著
書に『だれでもわかる　ゆる仏教入門』

（ナツメ社）、『「鬼滅の刃」で学ぶ はじ
めての仏教』（PHP研究所）がある。

し
で
も
長
く
ゆ
っ
く
り
や
っ
た

ら
え
え
と
思
い
ま
す
」
と
目

を
細
め
て
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

ご
自
宅
で
も
大
黒
ラ
ー
メ

ン
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
、
お
取
り
寄
せ
を
始

め
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
久

し
ぶ
り
に
お
店
に
来
ら
れ
た

校
友
の
方
は
、「
龍
谷
大
の

卒
業
生
で
す
」
と
言
って
い
た

だ
く
と
特
典
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
ぜ
ひ
「
大
黒
ラ
ー
メ

ン
」
の
や
さ
し
い
ス
ー
プ
を
ご

堪
能
あ
れ
。

（
広
報
部
員 

荒
川
林
太
郎
）

松
ま つ

﨑
ざ き

　智
ち

海
か い

浄土真宗本願寺派蓮生山
永明寺 住職

今
春
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方

２
０
２
2
年
３
月
31
日

〈
文
学
部
〉

　
　
松
木
　
敏
彦 

教
授

　
　
若
原
　
雄
昭 

教
授

〈
経
営
学
部
〉

　
　
寺
島
　
和
夫 

教
授

　
　
野
間
　
圭
介 

教
授

〈
先
端
理
工
学
部
〉

　
　
岡
田
　
至
弘 

教
授

　
　
長
谷
　
智
弘 

教
授

　
　
遊
磨
　
正
秀 

教
授

　
　
和
田
　
隆
博 

教
授

〈
社
会
学
部
〉

　
　
青
木
　
惠
理
子 

教
授

　
　
清
水
　
隆
則 

教
授

〈
政
策
学
部
〉

　
　
北
川
　
秀
樹 

教
授

〈
短
期
大
学
部
〉

　
　
川
﨑
　
昭
博 

教
授


